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髙

井

一

郎

　

通
常
総
代
会
を
開
会
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
、寒
い
冬
に
な
る
と
い
う
予
報
ど
お
り
、

昨
年
末
か
ら
次
々
と
強
い
寒
気
が
襲
来
し
、
全
国
的
に

も
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
い
よ
い
よ
三
月

に
入
り
日
中
も
気
温
が
上
が
る
な
ど
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
第
七
十
二
回
通
常
総
代
会
の
ご
案
内
を
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
春
耕
期
を
前
に
、
何
か
と
お
忙

し
い
中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

き
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
内
も
一
月
二
十
一
日
か
ら
三

月
六
日
ま
で
の
約
一
ケ
月
半
に
わ
た
り
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
実
施
さ
れ
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
厳

し
い
制
限
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
す
で
に
二
年
余
り
に

亘
り
人
流
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
外
食
産
業
に
お
け

る
コ
メ
の
需
要
減
少
が
顕
著
に
表
れ
、
経
営
規
模
の
大

き
な
農
家
ほ
ど
米
価
の
大
幅
下
落
に
よ
り
、
農
家
所
得

が
大
き
く
減
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て
三
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上
に
よ
り
一
日
も
早
く
日
常
が

取
り
戻
せ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
日
の
総
代
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
潟
県
農
地
部
か
ら
通
知
を
い
た
だ
い
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
特
別

な
措
置
と
し
て
書
面
議
決
を
認
め
て
の
開
催
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
総
代
会
と
同
様
に
感
染
対
策
を
十
分
に
講
じ

た
中
で
、
ま
た
、
議
案
説
明
に
つ
き
ま
し
て
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
説
明
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
農
業
農
村
整
備
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
令
和
四
年
度
当
初
予
算
は
四
，
四
五
三
億
円
、

令
和
三
年
度
の
補
正
一
，
八
三
二
億
円
を
合
せ
ま
す
と

六
，
二
八
五
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に

あ
り
、
な
か
な
か
要
請
活
動
も
難
し
い
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
、

国
営
事
業
、
関
連
事
業
の
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
取
組

む
当
土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て
、
一
定
の
予
算
確

保
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
国
県
等
に
対
し
必
要
な
予
算

の
確
保
に
つ
い
て
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

農
業
農
村
整
備
予
算
に
つ
い
て

農
業
農
村
整
備
予
算
に
つ
い
て
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く
工
事
も
始
ま
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
期
待

に
添
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
営
土
地
改
良
事
業
新
津
郷
用
水
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
二
年
度
よ
り
事
業
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
、
三
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
区
で

実
施
設
計
の
ほ
か
地
質
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
関
係
す
る
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
協
力

を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く

の
地
域
で
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
、
文
化
財
調
査
が
必
要
と
な
り
現
在
、
新
潟

県
、
新
潟
市
と
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
四
年
度
で
は
引
き
続
き
、
車
場
揚
水
機

場
、
市
之
瀬
調
圧
水
槽
、
北
潟
調
圧
水
槽
の
実
施
設
計

を
行
い
、
合
わ
せ
て
車
場
幹
線
用
水
路
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
す
し
、
水
田
水
系
で
は
水
田
揚
水
機
場
及
び
水

田
幹
線
用
水
路
の
実
施
設
計
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
当
初
の
計
画
で
は
、
調
圧
水
槽
か
ら
一
旦
、
現
在

の
加
圧
揚
水
機
場
へ
注
水
し
各
圃
場
へ
用
水
を
供
給
す

る
方
法
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
層
の
維
持
管
理
費
の
軽

減
を
図
る
べ
く
調
圧
水
槽
か
ら
既
設
の
幹
線
管
路
に
繋

ぎ
込
み
、
各
圃
場
へ
用
水
を
供
給
す
る
計
画
に
変
更
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
今
月
中
旬
よ
り
地
区
協

議
会
単
位
で
農
家
組
合
長
さ
ん
、
総
代
さ
ん
を
対
象
に

事
業
説
明
会
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
し
、
今
月
下

旬
に
は
車
場
幹
線
用
水
路
の
工
事
概
要
に
つ
い
て
地
権

者
並
び
に
耕
作
者
の
皆
様
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
四
年
度
よ
り
、
よ
う
や

　

圃
場
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
内
三
地
区
で

事
業
実
施
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
両
新
地
区
は
令
和
二
年

度
に
工
事
が
完
了
し
、
令
和
三
年
度
を
も
っ
て
換
地
処

分
手
続
き
が
完
了
い
た
し
ま
す
。
令
和
四
年
度
は
新
潟

県
と
地
元
で
の
換
地
清
算
手
続
き
を
行
う
べ
く
予
算
措

置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
残
す
は
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
事
業
完
了
後
、
事
業
資
金
と
し
て
借
り

入
れ
た
資
金
を
繰
上
げ
償
還
し
て
事
業
完
了
と
な
り
ま

す
。
新
津
郷
田
上
地
区
お
よ
び
新
関
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
引
き
続
き
令
和
四
年
度
も
実
施
設
計
を
行
い
、
換

地
手
続
き
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
調
査
地
区
の
阿
賀
満

地
区
は
、
引
き
続
き
調
査
計
画
事
業
を
実
施
し
、
令
和

五
年
度
着
工
に
向
け
た
同
意
徴
集
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
潟
県
よ
り
新
規
地
区
へ
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
西
幹
線
地
区
に
つ
き

ま
し
て
は
、
西
幹
線
第
一
揚
水
機
場
掛
り
を
先
行
地
区

と
位
置
付
け
し
、
令
和
六
年
度
よ
り
調
査
計
画
事
業
を

実
施
し
、
令
和
九
年
度
事
業
着
工
、
車
場
第
一
地
区
に

つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
六
年
度
か
ら
調
査
計
画
事
業
を

実
施
し
、
令
和
九
年
度
よ
り
事
業
着
工
と
な
り
ま
す
。

こ
の
地
元
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
、
西
幹
線
地
区
に
つ

き
ま
し
て
は
推
進
協
議
会
の
再
編
を
ま
ず
は
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
車
場
第
一
地
区
は
推
進
協
議
会
設
立
に
向

け
準
備
を
進
め
、
令
和
四
年
度
で
仮
同
意
徴
集
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
圃
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
営

事
業
の
関
連
事
業
と
い
う
こ
と
で
引
き
続
き
国
・
県
に

対
し
事
業
推
進
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
か
ら
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

土
地
改
良
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
よ
り
現

在
の
単
式
簿
記
か
ら
複
式
簿
記
へ
と
移
行
い
た
し
ま

す
。
従
い
ま
し
て
本
日
皆
様
に
お
示
し
す
る
令
和
四
年

度
収
支
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
式
簿
記
に
対
応
し

た
予
算
書
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
土
地
改
良
区
の
財

産
、
財
政
状
況
な
ど
を
し
っ
か
り
組
合
員
に
示
す
こ
と

が
尚
一
層
、
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
決
算
時
に
は

こ
れ
ま
で
の
財
産
目
録
及
び
決
算
書
に
加
え
貸
借
対
照

表
も
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
は
、
ま
す
ま
す
混
沌

と
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
足
下
を
し
っ
か
り
見
据
え

な
が
ら
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
の
負
託
に

応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
方
か
ら
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
日
上
程
い
た
し
ま
す
全
議
案
、
慎
重
審
議

賜
り
ま
し
て
、
議
決
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
営
事
業
に
つ
い
て

国
営
事
業
に
つ
い
て

圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

最
後
に

最
後
に
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窪 田 陽 一
湯 田 幸 雄
押 味 正 康
小 柳 　 明

日 時
出席者数

《 監 査 報 告 書 》

岡田達哉岡田達哉  総代  総代
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収支 科 目 本年度当初予算額 説　　　　　　　　　　　明

収　
　
　
　
　
　

入

１．土 地 改 良 事 業 収 入 172,040 賦課金・決済金

２．附 帯 事 業 収 入 16,880 多面的機能支払活動組織受託業務・手数料  その他

３．基 本 財 産 運 用 収 入 50 出資配当金

４．特 定 資 産 運 用 収 入 70 預金利息

５．補 助 金 等 収 入 21,420 国営造成施設管理体制整備促進事業補助金・地区外排水負担金

６．雑 収 入 510 過年度収入・過怠金・雑収入

７．特 定 資 産 取 崩 収 入 50,670 積立金取崩収入

８．固 定 資 産 売 買 収 入 10
９．他 会 計 繰 入 金 2,490 他会計から繰入

10．繰 越 金 10 前年度繰越金

収　入　合　計 264,150

支　
　
　
　

出

１．附 帯 事 業 費 支 出 16,820 多面的機能支払活動組織受託業務

２．一 般 管 理 費 支 出 217,950 事務所費・運営事務費

３．特 定 資 産 積 立 支 出 16,350 積立金

４．雑 支 出 30 過年度支出

５．他会計借入金返済支出 12,000 事務所建設借入償還金

６．予 備 費 1,000 予備費

支　出　合　計 264,150

収支 科 目 本年度当初予算額 説　　　　　　　　　　　明

収　
　
　
　
　
　
　
　

入

１．土 地 改 良 事 業 収 入 224,330 賦課金・決済金

２．附 帯 事 業 収 入 5,200 土地改良施設他目的使用料

３．特 定 資 産 運 用 収 入 200 預金利息

４．補 助 金 等 収 入 63,740 国営造成施設管理体制整備促進事業・農業経営高度化支援事業・
土地改良施設ＰＣＢ廃棄物処理促進事業・地区外排水負担金

５．交 付 金 収 入 45,450 適正化事業交付金

６．業 務 受 託 料 収 入 104,180 大秋覚路津排水機場業務受託・水田揚水機場業務受託・車場揚水
機場業務受託・県営圃場整備事業・換地業務・水利施設整備事業

７．雑 収 入 6,450 過年度収入・過怠金・雑収入

８．借 入 金 収 入 5,800 公庫資金借入金

９．特 定 資 産 取 崩 収 入 5,480 積立金取崩収入

10．固 定 資 産 売 却 収 入 10
11．他会計貸付金回収収入 9,000 事務所建設費貸付償還金

12．繰 越 金 10 前年度繰越金

収　入　合　計 469,850

支　
　
　
　
　

出

１．土 地 改 良 事 業 費 支 出 328,360 維持管理費・適正化事業費・受託業務費

２．土地改良事業負担金支出 69,550 県営事業・分担金・市営事業分担金

３．支 払 利 息 20 公庫資金借入金利子

４．特 定 資 産 積 立 支 出 67,400 積立金

５．雑 支 出 30 過年度支出

６．他 会 計 繰 出 額 2,490 繰出金

７．予 備 費 2,000 予備費

支　出　合　計 469,850

〈 新 津 郷 区 〉

一　般　会　計

特　別　会　計
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収支 科 目 本年度当初予算額 説　　　　　　　　　　　明

収　
　
　
　
　
　
　

入

１．土 地 改 良 事 業 収 入 25,740 賦課金・決済金

２．附 帯 事 業 収 入 3,900 土地改良施設他目的使用料

３．特 定 資 産 運 用 収 入 130 預金利息

４．補 助 金 等 収 入 16,240 国営造成施設管理体制整備促進事業・地区外排水負担金・
債務負担事業負担金

５．交 付 金 収 入 9,490 適正化事業交付金

６．業 務 受 託 料 収 入 120 管理業務受託料

７．雑 収 入 220 過年度収入・雑収入

８．特 定 資 産 取 崩 収 入 5,320 積立金取崩収入

９．固 定 資 産 売 却 収 入 10
10．他会計貸付金回収収入 3,000 事務所建設費貸付償還金

11．繰 越 金 10 前年度繰越金

収　入　合　計 64,180

支　
　
　
　

出

１．土 地 改 良 事 業 費 支 出 48,450 維持管理費・適正化事業費・受託業務費

２．土地改良事業負担金支出 1,500 県営事業分担金

３．借 入 金 返 済 支 出 9,100 公庫資金償還金

４．支 払 利 息 420 公庫資金借入金利子

５．特 定 資 産 積 立 支 出 3,680 積立金

６．雑 支 出 30 過年度支出

７．予 備 費 1,000 予備費

支　出　合　計 64,180

〈 新 津 東 区 〉

一  般  会  計 特　別　会　計

計

特別会計

合　　計
事務管理費 小　　計

事　業　区
小　　計 圃場整備費

継続事業費 維持管理費

新津郷区
田 159,220 159,220 63,177 200,925 264,102 423,322 423,322

畑 159,220 159,220 21,059 66,975 88,034 247,254 247,254

新津東区
田 159,220 159,220 335 109,151 109,486 268,706 268,706

畑 159,220 159,220 111 36,383 36,494 195,714 195,706

新津東区
（両新圃場）

田
同　　　上

109,486 268,706 122,441 391,147

畑 36,494 195,714 40,813 236,527

新津東区
（新関圃場）

田
同　　　上

109,486 268,706 11,302 280,008

畑 36,494 195,714 3,767 199,481

＊田を畑に地目変更する場合の決済金は、各々の事業区における田と畑の決済金の差額となります。

特　別　会　計
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加入年度
　　　施　　設　　名
　　　　　　　工　　事　　名

施工場所 種　別 内　　　　　容 事業量 事業費

平成30年度加入
　小向第１号幹線管路
　　　　　五社川水管橋修繕工事

田　上 水 管 橋 水管橋塗装 １　式 13,400,000円

令和元年度加入
　水田低位部第８揚水機場
　　開渠式超音波流量計更新工事

川　根 計装機器 開渠式超音波流量計更新 １　式 7,900,000円

令和３年度加入
　西幹線第２揚水機場
　　　　　演算処理装置更新工事

新　津 計装機器 演算処理装置更新 １　式 4,400,000円

令和３年度加入
　市之瀬揚水機場
　　　　１号電動機整備補修工事

車　場 電 動 機 電動機整備補修 １　式 20,700,000円

令和４年度加入
　西幹線第２揚水機場
　　　　　建屋上屋防水補修工事

新　津 建 屋 建屋上屋防水補修 １　式 3,300,000円

令和４年度加入
　小向揚水機場
　　　　　　受配電設備補修工事

鎌　倉 電気設備 受配電設備整備補修 １　式 5,500,000円

令和元年度加入
　中央排水機場
　　高圧受配電設備整備補修工事

七日町 電気設備 受配電設備整備補修 １　式 3,400,000円

事　　業　　名 地　区　名 内　　　　　容 事業量 事業費

経営体育成促進換地等調整事業 阿 　 賀 　 満 地域営農構想作成
換地設計基準作成 １　式 6,243,000円

１．団体営土地改良事業

加入年度
　　　施　　設　　名
　　　　　　　工　　事　　名

施工場所 種　別 内　　　　　容 事業量 事業費

令和４年度加入
　深川排水機場
　　　　受配電設備整備補修工事

大安寺 電気設備 受配電設備整備補修 １　式 7,400,000円

　⑵　防災減災機能等強化対策

地区名 保　管　場　所 内　　　　　容 事業量 事業費

新　津　郷 小戸浄楽地内器材倉庫 ＰＣＢ廃棄物処理に伴う運搬 １　式 242,000円

３．土地改良施設ＰＣＢ廃棄物処理促進対策事業

２．土地改良施設維持管理適正化事業
　⑴　施設整備補修
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　新津郷土地改良区では、国営事業の関連事業として管内全域で「圃場整備事業」を
推進しています。

【実施地区の状況】

【調査地区の状況】

【計画地区の状況】

【検討地区の状況】
　国営事業の整備構想を受けて計画区域の検討に入って参ります。

地 区 名 工　　期 受益面積 令和４年度取組み予定等

両 新 地 区 Ｈ14～Ｒ２完了 219.1ha
・換地清算等事務
・担い手集積業務（Ｒ７まで継続）

新津郷田上地区 Ｒ１～Ｒ９予定 213.2ha
・実施設計書の作成
・換地計画原案の作成

新 関 地 区 Ｒ２～Ｒ10予定 174.3ha
・実施設計書の作成
・換地計画原案の作成

地　区　名 受益面積 令和４年度取組み予定等

阿 賀 満 地 区 246.5ha

・令和５年度圃場整備事業実施に向けた同意徴集
・計画概要書の作成
・換地設計基準の作成
・地域営農構想の検討

地　区　名 受益面積 令和４年度取組み予定等

車 場 第 一 地 区 437.0ha
・令和５年度調査計画事業実施に向けた仮同意徴集並びに申請
　手続き

西 幹 線 第 一 地 区 123.4ha ・令和５年度調査計画事業実施に向けた申請手続き

地　区　名 受益面積 令和４年度取組み予定等

西 幹 線 第 二 地 区 303.0ha ・圃場整備計画区域の検討

水 田 第 一 地 区 －　 ・圃場整備計画区域の検討

水 田 第 二 地 区 －　 ・圃場整備計画区域の検討

車 場 第 二 地 区 －　 ・圃場整備計画区域の検討
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〈問い合せ先〉 水 田 揚 水 機 場
（水田中央管理所）

ＴＥＬ
ＦＡＸ（0250）３８－４６３３

運転区分 期 間 運 転 時 間 備 考

運転開始日 ４月26日 午前５時～

連 続 運 転 ４月26日～５月３日 24時間運転 ５月３日午後８時止め

平 常 運 転
（輪番運転時
除く）

５月４日～５月17日 午前５時～午後８時 連続運転終了後２週間

５月18日～５月31日

６月15～17日、22～24日 午前５時～午後７時 運転休止日後３日間平常運転

８月30日～８月31日

輪 番 運 転 ６月１日～８月29日
午前５時～午前10時
（午前10時以降は輪番）

Ⓐ 午前10時～午後７時

Ⓑ 午前10時～午後７時

運転休止日 ６月14日㈫　　６月21日㈫ 機器点検のため運転する場合があります

※1.４月６日は水田、車場幹線用水路のゴミ流しを実施します。
※2.４月22・25日は試験運転のため水が出る場合がありますので、給水栓の管理に十分ご注意
　　ください。
※3. 降雨状況により運転を休止又は時間を変更する場合があります。
※4. フェーン現象や出穂期に用水不足が著しい場合、輪番での24時間運転を行います。
　　（メール等でお知らせいたします）
※5. かけ流しは絶対しないでください。
　　 かけ流しをしていた場合、給水栓を閉めさせていただきます。

苗 代 用 水 試 験 送 水 本田用水開始 用 水 停 止

全 域 ４月５日～20日 ４月21日
（午前９時送水）

４月21日
（正午～）

８月31日
（午後５時止水）

苗代用水の通水路線は、県営東幹線用水路及び県営東第３号支線用水路となります。

お願い
● 降雨等の状況により運転休止又は時間を変更する場合があります。
● 限られた水です、公平な水利用が出来るようお互いに協力しましょう。
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　令和３年秋の叙勲に際し、髙井理事長が土地改良功労により旭日双光章（きょくじつそうこ

うしょう）を受章され、令和３年11月25日ハミングプラザＶＩＰにおいて花角知事による勲

章・勲記の伝達式が執り行われました。

　旭日章は、社会の様々な分野における功績を対象とし、産業や文化の振興発展に寄与された

方、国や公共に対し功労のある方に授与されるものです。

　髙井理事長は昭和63年から新津郷土地改良区総代を務めた後、平成12年に同土地改良区理

事に就任し、平成24年から現在までは同土地改良区理事長として新津地域農業の発展に尽力

され、様々な要職を歴任するとともに、現在も新潟県土地改良事業団体連合会の理事を務め、

管内のみならず、広く農業農村整備推進への功労が高く評価されたものです。

● ●

◆新規採用職員（令和４年４月１日付）

花角知事より伝達を受ける髙井理事長勲章・勲記
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◇ 第 四 北 越 銀 行 ◇ 新潟県内信用金庫
◇ 大 光 銀 行 ◇ 新潟県内信用組合（新潟鉄道信用組合を除く）

◇ ＪＡバンク新潟県信連（農協） ◇ 新潟県労働金庫

　口座振替の新規お申込み及び振替口座の変更には『預金口座振替依頼書』の提出が必要です。
　用紙は「新津郷土地改良区事務所」「ＪＡ新潟かがやき農協  小須戸・新津・荻川支店」「ＪＡ
にいがた南蒲農協田上支店」に用意してあります。窓口までお申し出ください。

新潟県内の下記金融機関から口座振替が可能です。
お手続きは７月末までにお願いいたします。

◆職員配置表


